
高田ほのか 

受賞歴：未来賞次席、現代歌人協会主催全国短歌大会選者賞、角川全国短歌大賞「与

謝野晶子短歌文学賞姉妹賞」他、受賞歴多数 

メディア掲載：五大紙新聞、テレビ、ラジオ、NHK「あさイチ」「ニュースほっと関西」

「おはよう日本」、女性誌、Web 媒体など 

小学生のころ少女マンガ雑誌『りぼん』のモノローグに惹かれ 2009 年より短歌の創作

を開始。自らも短歌を詠むかたわら、短歌の世界をわかりやすく楽しく伝えることを

モットーに、短歌教室や短歌の講演、執筆活動などを行う。短歌の裾野を広げる活動

が多くのメディアに取り上げられ共感を呼んでいる 

活動歴：2016 年 ドイツ人作家マティアス・ポリティキ著『アサヒ・ブルース』のドイツ語の TANKA を短歌に

翻案 

2017 年 歌集『ライナスの毛布』（書肆侃侃房） 

2018 年 歌集『100 首の短歌で発見！天神橋筋の店 ええとこここやで』は「大阪らしい文化発信の観光と商

業活性化２つの面からアピール要素がある歌集として 100 年後大阪の遺産になる」と文化庁の協力名義を受ける 

2019 年～ 関西を拠点に尽力する社長をインタビューしその“原点”を短歌とコラムにする活動中。大阪万博が開

催される 2025 年に 100 社、100 首を完成させ、歌集と展示会を開催予定 

2020 年  主宰する短歌教室での取り組み、「医療従事者へ贈る短歌」が毎日新聞、夕刊フジ全国版に掲載。“令

和の歌人”として紹介される  

2021 年 『基礎からわかるはじめての短歌』(メイツ出版) 監修 

2022 年 さかい利晶の杜(千利休・与謝野晶子のミュージアム)に高田の詠んだ短歌パネル常設展示 

2023 年 4 月～ 産経新聞にて、「短歌で見つける経営者の心」短歌コラム連載 

経歴：大阪出身、在住。短歌教室ひつじ主宰 関西学院大学文学部心理学科卒 未来短歌会所属 テレビ大阪放送

審議会委員 関西大学、同志社女子大学、京都精華大学、大阪経済大学、パナソニック、ダスキン、京都国際マ

ンガミュージアムなどで講演・講義を行い、2022 年までに短歌の魅力を 10,000 人以上の参加者に伝えている。 

2010 年から主宰する短歌教室ひつじは、2020 年よりオンライン教室を開始。海外からの受講生も増えている。 

  

関西テレビ「報道ランナー」、ＮＨＫ「あさイチ」から取材を受け、高田が短歌の指南 
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光文社の雑誌「VERY(ヴェリィ)」インタビュー記事 

 


